
の取組について

一般社団法人日本映画制作適正化機構
 事務局長 大 浦 俊 将

第3回 映画戦略企画委員会
２０２５年４月１６日

資料４



2018
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2020
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2022

2023

2024

201８/6/15 【骨太の方針】経済財政運営と改革の基本方針201８ “働き方改革の推進”

201９/6/10～9/30調査 映画制作現場実態調査（経済産業省） ⇒11/22結果公表

・・・①映画制作現場スタッフアンケート調査 ②映画制作会社アンケート調査 ③ヒアリング調査

201９/10/11～2020/3/24 （計4回） 映画制作の未来のための検討会
・・・「作品認定制度の創設」「映像制作適正化機関（仮称）の設置」を提言

２０１９/12/23・２０２０/1/23 （計2回）

映画制作現場WG

認定制度 実証作品A 20２2/5～6 撮影

認定制度 実証作品B 20２2/7～8 撮影

認定制度 実証作品C 20２2/12～2023/1 撮影

認定制度 実証作品D 20２2/12～2023/2 撮影

20２２/10/25～2023/3/7 （計3回） 認定制度検証委員会

2022/8/19～２023/3/6 （計4回）    スタッフセンター部門検討委員会

2022/9/21～２023/3/3 （計6回）    日本映画制作適正化機構準備WG

2022/6/20 （一社）日本映画制作適正化機構設立

2023/1/13～２023/2/22 （計12回）  実務者会議

20２３/3/29 「日本映画制作適正化認定制度に関する協約」調印（「映適取引ガイドライン」合意）
2023/4/1 「映適」START（作品認定制度申請受付開始）

2023/7/4～２024/3/12 （計4回） 作品認定制度フォローアップ会議

2024/7/12 ～（計4回予定） 取引ガイドライン等に関する検証・検討会議

2023/6/21 第1回 映適定時社員総会

2024/6/19 第２回 映適定時社員総会
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20２４/6/２１ 【骨太の方針】経済財政運営と改革の基本方針2024
“クリエイターの支援・取引適正化”“次代を担うクリエイター・アーティストの育成”

20２４/１１/１ フリーランス保護法（フリーランス・事業者間取引適正化等法）施行

2020/7/17 【骨太の方針】経済財政運営と改革の基本方針2020 “フリーランスとして安心して働ける環境・保護ルールの整備”

20２０/８/４～２０２１/3/２３ （計3回） 映像制作適正化機関（仮称）設立準備委員会

20２０/8/19～２0２１/3/５ （計６回）     制度設計WG

202０/８/１９～２0２１/２/１５ （計6回） 認定基準策定WG

20２０/１０/１４～２0２１/2/５ （計４回）   人材育成等WG

＜緊急事態宣言＞

 2020/4/7～5/25
2021/1/8～3/21
2021/4/25～6/20
2021/7/12～9/30

映
適
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ー
ト
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「認定制度概要」
「ガイドライン・
認定基準項目案」
について合意

20２1/11/29～２022/3/23 （計3回） スタッフセンター設立のための検討委員会 2022/2/28・２0２２/3/16 （計2回） 認定制度検証委員会
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＜映 連＞
日本映画製作者連盟
（松竹・東宝・東映・KADOKAWA）

＜日 映 協＞
日本映画製作者協会

独立プロダクション5７社

＜映 職 連＞
日本映像職能連合
監督・撮影監督・照明・録音・美術監督・
編集・スクリプター・シナリオの各協会
会員 約1,700人 ＋装飾協会

映画製作者の代表

制作会社 プロダクションの代表 フリーランススタッフの代表

１３
正会員

７０
賛助会員
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撮影時間や休憩時間のルール、安全管理やハラスメントに関する体制が整備されているかどうか
（ ※「映適取引ガイドライン」の9項目が守られているか）審査し、作品に認証を与えます。

取引ガイドライン

審査機能＝作品認定制度の運営

※「映適取引ガイドライン」適正取引に向けたルール
【映画製作者－制作会社間の取引】 ①契約書 ②予算
【制作会社－フリーランス間の取引】  ③契約書・発注書
【映画制作現場のルール】 ④作業・撮影時間 ⑤休日（撮影休日・完全休養日）

⑥休憩・食事 ⑦スケジュール ⑧安全管理（体制） ⑨ハラスメント（対策）

認定作品一覧

※日本アカデミー賞選考基準
・対象期間中、東京地区に於いて有料で初公開された40分以上の劇場用劇映画及び
アニメーション作品。
・劇場公開を目的に製作された新作で、東京地区の同一劇場で1日3回、かつ2週間以上
映画館のみで連続して上映された作品。
・ドキュメンタリー、特別興行（一部除く）、イベント上映、再上映、映画祭のみでの上映、
モーニング・レイトショーのみの作品は除きます。 等 3



映適取引ガイドライン ④作業・撮影時間
「撮影時間は１日11時間以内」

１日平均

１週平均

休日 １週平均

申請区分

撮影時間
４３時間４7分 43時間05分 54時間23分 49時間50分

2.04日 2.05日 1.75日 2.09日

全体 A区分 B区分 C区分

8時間４９分 8時間42分 10時間２１分 10時間08分

映適取引ガイドライン ⑤休日
「週に1日の“撮影休日” 」＋「2週間に1日の“完全休養日”」

１日あたりの平均撮影時間は

８時間４９分（休憩・食事を含む）
１週間あたりの平均休日取得数は

２．０４日

映適取引ガイドラインの達成状況 【撮影時間】【休日日数】
対象 ： 23年4月1日～25年2月28日の期間内にクランクアップした申請作品

本数 ： 計93作品 （A区分73作品 ／ B区分7作品 ／ C区分13作品）

よかった どちらかといえば

よかった

どちらかといえば

悪かった

悪かったどちらともいえない

【映適申請作品 参加スタッフの声】

肯定的４８．１％ ＞ 否定的２９．６％
0% 50%  100%

「令和5年度コンテンツ海外展開促進事業（映画産業における制作げ現場の適正化に向けた
作品認定制度等に関するフォローアップ調査）に関する調査報告書」より
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（９３本） （７３本）  （７本）  （１３本）

A区分：製作予算１億円超 B区分：製作予算１億円以下  C区分：製作予算５０００万円以下
※経過措置として「製作費１億円以下（B/C区分）の作品の申請は任意」としています。



 スタッフセンター機能

スタッフの処遇の向上や人材育成、ハラスメント対策などを行います。
・・・契約管理サービス提供、労災保険特別加入団体（映適スタッフセンター労災）設置（2024年1月～）、

 セミナー・勉強会開催 etc.

登録スタッフ ２３３名 （２０２５年４月１１日現在）
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 ★適正化による制作費上昇  市場の拡大、制作費助成

 ★人材不足

課 題

※スタッフ：撮影・照明・録音・美術・装飾・衣裳・メイク・スクリプター・編集・助監督・制作部・・・

クリエイター／スタッフ育成支援
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対象範囲の拡大
「映適取引ガイドライン」

見直しの議論


